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　焼酎製造 に 伴 っ て 蒸留 工 程後 に排 出され る 副産物
’
焼

酎蒸留粕
”

は現 在 焼酎業界全体 で 推定年間 80万 トン 以

上 に も達 して い る．焼酎蒸留粕 は水分 90％以上 B （⊃D 値

で 数 が ppm と高濃度 の有機物を含 む た め，その 処理 はき

わ め て 困 難 で ある とさ れ て きた ，しか しな が ら，国際的

な 地 球環境保全 の 高 ま りか ら，各 メーカー
は鋭意開発を

重 ね，従来行 っ て き た 海洋投入 に よ る 処理か ら脱却 し，

濃縮 ・乾燥に よ る 肥料や 飼料化，焼却処理 お よび メ タ ン

発酵な ど の 陸 E処理 へ の 転換を随時図 っ て い る
1・！）．

　そ の
一

方で，焼酎蒸留粕 に は 原料 ・麹 菌 ・酵母 に 由来

す る ア ミノ 酸，ペ プチ ド，タ ン パ ク質 オ リゴ 糖 を含 む

さ ま ざ まな糖類，有機酸 ビ タ ミン ，ミネラル，ポ リフ ェ

ノール な ど 多 くの 有用 成 分 が含まれ て お り，これ ま で 厄

介者扱 い されて きた廃棄物とい う概念か ら
一
転 して，各

種の 食 晶素材 ・機能性食品素材 と して の 有効活用 を目指

した さ ま ざま な研究開発が 近年盛ん に行 わ れ て い る S−「t ♪，

　 こ の よ うな焼酎蒸留粕の 新規 利用用途 開発の
一

環 と し

て ，我 々 は 大麦焼酎蒸留 粕中 に 含 ま れ る 乳 酸 菌 お よび ビ

フ ィ ズ ス 菌 の 増殖促進物質の探索を 行 っ て き た．乳酸菌

お よび ビ フ ィ ズ ス 菌は そ の 栄養要求性 が複雑な こ と もあ

り，こ れ ま で に さ ま ざま な 種類 の 増 殖 促進成 分 が 報 告 さ

れ て い る a−8〕．元 来，焼酎蒸留粕中に は E記 の よ うな栄養

素が豊富 に含 まれ て お り，そ の まま の状態で も各種微生

物 に と っ て の 良好な 培 地 源 と な る．そ こで 我 々 は 特 に 大

麦焼酎蒸留粕の 1清 液を エ タ ノール 処理 し て得られ る 不

溶性沈殿画分 （ethanol 　insoluble： EI 画分） に，乳酸菌

と ビ フ ィ ズ ス 菌 の 増 殖 を促進す る成 分 が 存在 す る こ とを

確認 した
OT．

　本稿 で は，大麦焼酎蒸留粕 に 含まれ る EI 画分 の 乳酸

菌 ・ビ フ ィズス 菌 の 増殖促進効果 とそ の 増殖促進 成 分 に

っ い て 詳細 に 検討 した．

＊ 連絡先 　 1 三和 酒類 株 式会 社研 究所 〔〒 879−0495大分 県宇 佐 市 山 本 2231−1）
　TEL ．0978−33−S844　　 FAX ．0978−S3−5811　　 E −mail ： furLlta−y＠kokuzo．co ．jp
2九 州大 学大学 院農 学研 究院生 物機 能科 学 部 門応用微 生物学講座 、
・1 九 州大 学バ イオ ア

ーキテ クチ ャ
ー

セ ン タ
ー
機能デザ イン 部門食品機能デザイ ン 分野 （〒 812 −8581 福 岡 市東区 箱崎 6−10−1）
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実験方法

　 大麦焼酎蒸留粕上清液 の 調製　 　減圧蒸留後 の 新鮮な

大麦焼酎蒸留粕か らガ
ーゼ ろ過，遠心分離 （12，000 × ＆

10min ）に よ り酵母，麹菌体 繊維質な どの 不 溶性物 を

取 り除 き，清澄な上清液 （Brix8） を得た．こ の 上清液

（水分 90％ 以上）をエ バ ボ レ
ーター

（40°C，30hPa） に

よ り水分約 21％ （Brix25 ）に な る ま で濃縮 した．

　 エ タノ ール 処理　　上記 の 大麦焼酎 蒸留粕上清 濃縮

液 （Brix25） に エ タ ノ
ー

ル を終濃度 90％ （v〆v ） に な る

よ う に 添 加 した．得 ら れ た エ タ ノ ール 不 溶 性 画 分

（ethanol 　 insoluble：EI 画分） とエ タ ノ
ー

ル 溶性 画分

（ethanol 　soluble ：ES 画 ラ♪）をろ 紙 ろ 過 （セ ル ロ
ー

ス ，保

留粒子径6μm ）に よ り分 け，それ ぞ れ の 画分を凍結乾燥

した．

　 活性画分 の前処理 お よ び HPLC 分画試験　　EI 画分

を 脱 イ オ ン 水 に 10％ （Wv ）濃度 で 再 溶解し，こ の 溶解

液 2ml を HPLG 蔚処 理 用 の Waters社製 Sep−Pake　Plus　Cls

カートリッ ジ に 供 して，101nlの 蒸留水 と 101nlの 50％

メ タ ノール で溶出 した，得られ た 水溶 出画分 とメ タ ノー

ル溶出画分をそ れ ぞ れ 2ml まで減圧濃縮 し，そ れ ぞ れを

YMc 　Pack 　Diol−6   ゲル ろ 過 カ ラ ム を備えた HPLc 分析

（蒸留水，1．O　ml 〆mill ）に 供 した．254　 nm お よ び 450 　nm

で モ ニ タ リン グしなが ら分画した．

　 サ ン プ ル の 組成分析　　得 られたそれぞれ の 画分 の 成

分組成 を 以 下 の よ うに 調 べ た．遊離 の 糖，有機酸お よび

ア ミ ノ酸を測定 した．また．画分を 2N 塩酸 で 95°C ・3．5

時間加水分解処理 して全糖量 を測定 し，全糖量か ら遊離

の 糖量 を差 し引 い た 値を オ リゴ 糖量 と し た．さ ら に ，1由i

分を6N 塩酸 で 110°C ・6時間加水分解処理 して 全 ア ミ ノ

酸量を測定 し，全ア ミノ酸量 か ら遊離 の ア ミノ 酸量 を差

し引 い た 値 をペ プ チ ド量 と した．

　 使用菌株　　指標菌 として，乳酸菌 に は 翻 伽 ろα副 幡

farmentu・
m 　NBRG 　3071 ，　 Lactobac’illus　Pla・ntaru ，m 　 NBRG

SO70，　 Lactococcus　lacti．∫　subsp ．　！actis　NBRC 　12007 の 3 株

を，ビ フ ィ ズ ス 菌 に はB・ifidobacte・
rium 　Zongu，rn　JGM　l　217T

お よ び Btfidobacterium　btfid’ttfn 」GM 　1254 の 2株 を使用 し

た．

　 培養試験　　対照培地 と して，乳酸菌 に は CMG 培地

〔  ．5 ％ yeast　ex 〔ract ，0．5％ P ・lypept・ nc ，0，5 ％ Na （】］．

1，0 〜6．0％ glucosc） を，ビ フ ィ ズ ス 菌 に は ビ フ ィ ズ ス 培

地 （1．0％ casein ，0，5％ meat 　extract ，0．5％ yeast　extract ，

1．0 ％ ascorbic 　 acid ，0．8％ K2HPO4 ，0．05 ％ cysteine

hydroch 】oride ，0．1％ Tween 　80，1，0％ glucosc） を 用 い

た．対照培 地 に そ れ ぞ れ の 画分 を添加 し，Lb．　ferm．entztm
NBRC 　3071に つ い て は 37°G，　ILb．　ptantarum　NBRC 　3070

162

とL ‘，‘α漉 ∫ sul ）sp ．　lactds　NBRC 　l　2007 に つ い て は 30℃ で，

振 と う （100strokcs 〆min ）ま た は 発酵 ジ ャ
ー一を 使用 した

撹拌 （250rpm ）培養 を行 い ，　 iKbssr ）onrr，を測定 す る こ とで

菌 の 増殖 を評価 した．また，ビ フ ィ ズス 菌 に つ い て は，

37 °C で 嫌気 ガ ス パ ッ ク内 で の 静 置培養 また は 窒素 ガ ス

置換 しつ つ 三 角 フ ラ ス コ を用 い た静置培養
7〕 を実施 し．

同じ くAbSSfiOni、を測定す る こ とで 菌 の 増殖 を評価 した，な

お，すべ て の 培養試験 に お い て 菌 の 増殖値 Abssf｝一。、、に つ

い て は，培地 自体 の 吸光度 の 影響 をな くすため に t 菌接

種 前の 培地 Abs560n．、（ブラ ン ク値） を差 し引 い た 値 で 示

し た．また，乾燥 菌体重量 〔dry　cell　weight ） に っ い て

は，抜き出した培養液 を遠心分離 〔10，000 × g・10min ）

して集菌 し，その 菌体を培養液 と等量 の 脱イ オ ン 水 で 3

回 洗浄後 乾熱 器 （121°C ） で
一

晩乾燥 し て 求 め た．

　糖 ・有機酸お よび ア ミ ノ酸分析 　 培養液ならび に焼

酎蒸留粕 由来 の 各画分中の 糖・有機酸 に つ い て はカ ラ ム に

BlO 　RAD 社製 AminexHPX −87H を備 え た HPLC （W 丸ters

2690） 分 析 計，ア ミ ノ 酸 に つ い て は ア ミ ノ 酸分 析計

（Hitachi　L−8800A） に より測定 した．

実験結果お よび考察

　大麦焼酎蒸留粕上清液，EI および ES 画分 の 成分組成

　凍結乾燥後 の EI 画分 お よ び ES 画 分 の 大麦焼酎蒸留粕

か らの 収量はそれぞれ 23％ （w 〆w ）と47％ （w ！輔 で あ っ

た （Fig．1）．　 Table　l に EI，　 ES 画分 お よび大麦焼酎粕上

清液 の 成 分 組成 を示 す．全糖 と全 ア ミ ノ 酸 の 含有率 と，

さらに 糖 とア ミ ノ酸 に つ い て は遊離型 とオ リゴ 糖やベ プ

チ ドな ど結合型 の 含有率 も併 せ て 比較 して 示 した．単位

は すべ て ％ 〔w 〆w ） で 表記 し た．大麦焼酎粕上 清液，EI

お よび ES 画分 の 3 つ の サ ン プル の 間 で，全糖 ・有機酸 ・

ア ミ ノ酸 の 含有率 に そ れ ほ ど大 き な差異 は 見 られなか っ

た が ，EI画分 に は 特 に オ リゴ 糖 〔構成糖 と して ギ に キ シ

ロ
ー

ス ，ア ラ ビ ノ
ー

ス ，グル コ
ー

ス が含 まれ る） の 含有

率が 24％ （w ／W ） と 高 く，逆 に ES 画分 に はグリセ ロ
ール

や遊離 の 糖 （主 に グ ル コ
ー

ス ） の 含有率 が 25％ 〔w ！w ）

と 高か っ た．

　EI お よ び ES 画分 の 乳酸菌 ・ビ フ ィ ズ ス菌増殖促進活

性 の 評価　　上 記 EI お よび ES 画 分 を そ れ ぞ れ 所定 の 対

照培 地 に 1％ （WIV ）添加 して 試験管培養を実施 し，そ れ

ら の菌体量 （AbSs6。。m ）を対照培地 の もの と比較し た と こ

ろ，今回使用 し た い ずれ の 菌株 に つ い て も EI 画分 を添加

し た場合 に 菌体量が対照 に 比 べ て L3 〜3．7 倍 に な っ た

（
「
rable　2），こ の こ とか ら，大麦焼酎粕 上 清液 の EI 画分

に は，乳酸菌 お よ び ビ フ ィ ズ ス 菌の 増殖 を促進す る何 ら

か の生長促進因子 が存在す る こ とが 明 らか とな っ た．
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Amino 　acld5 　werc 　analyzcd 　aftcr 　being 　hydrolyzed 　wi 匸h 　6　N 　HCI 　a 口 IO°C 　fo】
・6h ．

Sacdlarides　were 　analyzcd 　a且er　beiIlg　hy（lroly∠ed 　wiLh 　2　N 　IICII　al　95°G　for　3．5　h．
％，％ （w ／w ）；supcrnatant ，　superna しant 　of 　by−prDdl1⊂t　of 　barle｝

・ sho ‘’hu ；ES ，　e しhanol −soluble 廿 actiol1 ⊂，fl
supernatan し；EI ，　ethanol −insoluble　fraction　of 　supernatant ・

　EI 画分 の 増殖促進効果 の濃度依存性および熱安定性

試験　　指標菌 に Lb．fbnnentum　NBRC 　SO71 を用 い て ，

EI画分 を 0，5，1．0，2．0％ （w ！v ）の 各濃度 で 対照培地 に

添加 し 24 時間試験管培養を行 っ た と こ ろ，EI 画分 の 添加

量 が 増加す る に 従 っ て 菌 の 増殖 （AbSr，GOrnib）も増大す る 傾

向に あ っ た （Fig，2）．また，　EI 画分 を対照培地添加後 に，

オートク レープ滅菌　（110
°C ，10　min ） し た場 合 と滅菌

済 み フ ィ ル ター
（0．2 μln ） で ろ過滅菌 した 場合で 菌 の 増

殖 を 比較し た が，菌体増殖 は どち ら の 場合 もぼ ぼ同 じ で

（Fig．2），　 EI 画 分中に 含まれ る増殖促進成分は 熱 に 安定

で あ る こ とが示された，

　 EI 画分添加 に よる培養挙動 の 変化　　EI 画 分添加 の

効果 をより詳細 に 検討す る ために，J．b．fbr・me7i，tu”i　NBRG
3071 とLc．　lactis　subsp ．　lactis　NBRC 　l　2007 に つ い て は 21

発酵槽を用 い た撹拌 （250rPm ）培養 を実施 し，また B ．

b，／fildum　JCM　1254 に つ い て は フ ラス コ 培養 を実施 して 培

養 の 経時変化 を調 べ た．EI 画分は上述 の 試験 と同様 に そ

れ ぞ れ の 対照培地 に 1％ （w 〆v ）添加 し，初 発の グル コ
ー

ス 濃度 をLb．1brment
’
um とLc．♂α‘廊 subsp ，♂ααゴ∫に つ い て は

60g ’♂，　 B ．讎 ぬ ”〜 に つ い て は 10 酵 に 設定 した．　 EI 画 分
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Table　2．　Effect　ofES 　and 　EI　fi’actions 　on 　growth 　oflactic 　add 　bacteria　and 　bifid〔〕bacleria　in　test　u エ｝）es．

Strain
Cell　grewth（tltう60　nm ）

ContrO且 ES EI

五‘．t‘’t”t’i〜 SubSp ．‘α σ距〜 NBRG 　l2007

劫 ．1診η 駲 跏 匹 NBRG 　3071

Lb．　piantaザ酬 l　NBRG 　3070

β．台ゲ蝓 刎 GMl25 斗

B 、lonbqu．m 亅CM 　1217τ

1．匸

0．91

．21

．54

、6

0．91

．1L3L45

．2

L43

．14A2

．36

．4

　 Ea⊂h　fractioll　wa 呂 added 　lo　lhe　cQn し】
・
｛，1　 medium 　at　lffo　（w ，

／v）concentration ，　Gontrol 　medium 　f6r
la〔：ti｛／ add 　bncteria　c｛，nsisted 　of 　lOgof 　glucose ，5gof 　polypcptonc，5goF ＞

e ヒLst 　exLrac し，5guf 　NaGl

pcr　t（CMGmcdium ）．　Control　nledhlm 　fbr　bi們d〔）bacteriac（川 sisted 　of 　lOgoilg［ucosc ，／0gofcasein，5
gofmea し extract ，5g ｛，f

ア
east 　extract ，10go 「ascorbic 　acid ，3gof 　K2HPO4 ，0．5　g　ofcystcinc 　h

｝
dl・o −

ch ］oride ，　 l　 rn1 〔，f1
「
［Xveen　80　per　l （bifidobactcrium　 midium ）．　Cell　 concen しraLioll 、  as　 lneasured 　 as

absorbancc 　 at　560　 mn ，　 Cul しure 丘エr　lacti（ acid 　ba〔：teria 　 wus 　 carried 　out 　丘br 　24　h　 at 　300r 　37 °C 　 with

shaking 　at．　100　str 〔）kes　per　min ．　Gulture［bl・bitidobacteria　i、・as　carricd 　out 　fbr　4811　at　37°C，　staticallアill
anaer く｝bicjar．

（
盲
昌

O

壌

邑
ε
津。
贏

牽
り

Fig．2，

5

4

3

2

1

o
O．O 1．0 2．0

Co 皿 entration 　of 　EI　fracti皿 ，％ （w ！v）

　 Dose−dependence とLIld　heat　stability 【）f　growth−sthnulat −
ing　e月〕ect　of 　EI 丘

・
acdoll 　tl〕r　Lb、ノbi

’
inentu．’m 　NBRG 　3e71．The

El　fraction　 was 　 added 　 r‘） CMG 　 medium 　 aし0．5−2．0％ （、、
・
〆v ）．

Cell　concentrat ．i〔｝Il 、vas 　measurcd 　 as 　absorbance 　at う601un．
1．actic　acid 　bac〔erial　cclls　wcre 　cul ［urcd 　in　tesしLubes 　f｛，r　24　h
at 　37

°G 　with 　shaking
’

a 匸 工00　 s匸rokes ／rnil1 ．　Symbo王s； ○，　EI
fraction　sterilizcd 　by　aut 〔｝clavin9 （110

°C ，10　Mill 〕； ●，　EI
fraction　sterilized 　by　filtration（0．2 μn1 ，　cellul 〔〕se 　a （：etate ）、

の 添加は，い ずれ の 菌 に つ い て も対数増殖中期 か ら後期

で の 菌 の 増殖 を促進 し，そ れ に 同 調 して 糖 の 消 費や 乳 酸

の 生産速度 も増大 し て い た ．Fig．3 は代表例 と して，　 Lc．

Lα ctts　subsp ．　lactis　NBRCI2007 の 培養経時変化を 示す．

また ，そ れ ぞ れ の 菌 に お け る対 照 培 地 お よび EI画 分添 加

培 地 で の 最大比増殖速度，“ ltax　 Gl−1）は，　 Lb．fe’1’mentu ・m に

つ い て は 0，60，0．66，Lc．　lact・is　subsp ．　lact・llsに つ い て は

0．47，0．57，占 泊 ヴ1‘加 η に つ い て は 〔〕．ILO ．13 で あ っ た，

　EI 画分 の 分画 と増殖促進効果試験　　増 殖 促 進 効 果

が確認された EI 画分 の Pre−colulnn お よび HPLC に よる

さ らな る 分 画試験 を 実施 した （Fig．1）．　 EI画 分 を脱 イ オ

ン 水 に 溶解し，こ の 溶解液を Gls　Sep−Pak   カ ラ ム に供し

て 蒸 留水 で 溶 出され る 画分 （水溶出画分） と 50％ メ タ

ノ
ー

ル で 溶 出 さ れ る 画 分 〔メ タ ノ
ー

ル 溶 出 画 分 ） に 分 割

した．エ バ ボ レ
ー

タ
ー

に よ る 濃縮後 　こ の 二 つ の 画分 そ

れぞれをゲ ル ろ過カ ラム を備 えた HPLC 分析 に 供 した．

そ の 際 の IIPLC の ク ロ マ トグラ ム を Fig．　4 に 示 す．水溶

2．5

慧
2

三、．5
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茎 18baO
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Fig．3．　Fermentation 　profile　of 乙‘、　la・cti，s　subsp ．！硯 齠 NBRC 　l　2007 　in　the 　presencc　of 　EI 丘
・
ac 巨on 、

　　Gells　were 　cultured 　in　a　2　ijar　fei・mcI1 しoL 　The 　in〔エ⊂ ulurn 　volume 　was 　5％ （v〆v ），　TempcraLulc ，
　　agitation 　rate 　aIld 　l〕H 　were 　maintaincd 　a〔 30DG ，2501 ’prn，　and 　7．0，　respe ⊂ tivel

｝
  S

γ
ml 〕ols ： ⊂：3，

　　contro1 ；●，the　El　fracLion　was 　addcd 　at 　l％ （w 〆v ）．
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Fig．4．　 Gel−filtration　HPLG 　 chromatogram 　of 　pretreated　 EI

　　丘acd 〔｝n 　 using 　Sep−Pako 　Plus　CIS　precolumn．1，　Sample
　　cluted 　仕01n 　Sep −Pal（

「t
　Plus　Cls　preco］．umn 　using 　disti［led

　　watcr ；2，　sample 　eluted 　from 　Scp．Pak   Phls　G ［h
．　prccolumn

　　using 　50％ mctlla 【mL
「
1he 　 samplcs 　were 　 subjected 　to　get一

　　丘ltration　chrornatograPhy 　under 　thc 　f〜）lto− ’ing　c〔｝nditions ：

　　column ，　YMC −Pack 　Dio］−60 ；rumLingsollltion ，　distnled　water ；

　 　flow　raLe，1．O　mLimin ．

出画 分 の ク ロ マ トグ ラ ム Eの ブ ロ ードな ピ ーク とシ ャ
ー

プな ピー
クをそれぞれ CWI ，　 GW2 画分と し，ま た メ タ

ノール 溶出画分 の クロ マ トグラム 上 の着色度 の 高い 大 き

な 画分を CM 画分として，それ ぞれ を 分取し凍結乾燥 し

た．

　CWl ，　 Gw2 お よび CM 画分 の EI　ldei分か らの 収率 は そ

れ ぞ れ 19％ （w 〆w ），ll％ （w ！w ） お よ び 32％ （w 〆w ） で

あ っ た．紘 μ” 羅 咒伽 7η NBRc 　3071 お よび B ．　longumJCM

1217Tを 用 い た増殖促進効果試験は試験管培養 に て 実施

し，そ れ ぞ れ の 画 分 を EI 画分 1％ （w 〆v ） か ら派生す る

量，っ ま りGWI につ い て は0」9％ （w 〆v），　 CW2 は0．11％

〔w ／v ），GM は 0，32％ （w ！v ） とな る ように 対照培地 に 添

加 し て 行 っ た．比較 と して ，対照培地 とEI画分 1％ （w 〆v ）

添加区 の 増殖を示 した，Lb．fle’rmentum 　NBRC 　E3071お よ

び B ．longum　JCM　I217T どちらに つ い て も GM 画分 の 添

加効果はほ とん ど 見ら れ ず，GWI お よ び CW2 画分 を 添

加した場合 に対照 と比 べ 菌の増殖が L2〜2．9倍に増大 し

た （Tablc　3）．

　CWI お よび CW2 画分の 成分組成　　CWl お よび CW2

画分 に は遊離の 糖お よ び ア ミノ 酸 は 含 まれ て い なか っ

た，そ こ で，塩酸加水分解し HPLG に よ り そ の 組成を調

べ た 結果，CWl 画分 は グル コ ー
ス，キ シ ロ ー

ス ，ア ラビ

ノース か らな る オ リ ゴ糖を 94％ （w ！w ），ア ミ ノ酸を 6％

〔吋 w ）含有 し，GW2 画分 は グル コ
ー

ス ，キ シ ロ
ー

ス ，ア

ラ ビ ノース か らな る オ リゴ 糖 を88％ （w
’
w 〕，ア ミ ノ酸 を

12％ （吋 w ）含有して い た （
「
Llable　4），　 Fig．4 の CWI お

よ び GW2 画 分 の 254 　nm に お け る 吸収は，それ ぞ れ の 画

分中に 6 お よび ］2％ 存在す る ペ プチ ドに よる もの と考え

られ た．ま た，今回結 果に 示 して い な い が，CW1 お よび

GW2 画 分 を 限外 ろ過 （分 「由1分子量 3000 ） して も，処 理

前後で HPLC の ク ロ マ トグ ラム に ま っ た く変化が見られ

な か っ た こ とか ら，これ ら画分 に含 まれ る増殖促進成分

は 分 子量 3000 以 下 の 低分 f’物質 で ある と推定 された．

　以上 の 結果か ら，大麦焼酎蒸留粕中に 含 まれ る乳酸 菌・

ビフ ィ ズ ス 菌の 増殖促進 に 関与する成分 として オ リゴ 糖

ま た は ペ プチ ドが 考 え られ る，特 に ビ フ ィ ズ ス 菌 に つ い

て は，こ れまで に さまざまなオ リゴ 糖や ペ プチ ドが増殖

促進物質と して 報告 され て い る LO−lt・1／．中で も大麦焼酎蒸

留粕 と1司 じ原料の 大 麦に 由来す る もの と し て ，麦芽エ キ

ス 由来の ペ ア チ ド画分 に ビ フ ィ ズ ス 菌の 増殖促進因子が

存在す る こ と 16），ま た ヘ ミセ ル ロ ース 高含有の 発芽人麦

を唯 の 炭素源 とした 培地 で ビフ ィ ズ ス 菌や 乳酸菌に よ

る 短鎖脂肪酸の 生産が 見 られ，か つ 発芽大麦 の 摂取 に よ

りヒ ト糞便中の ビフ ィ ズス菌数 が 顕著 に増大す る こ と な

Table　3，　 Yield　and 　growth−stimulating 　efrcct 　of 　GWI ，　CW2 　and 　CM 　n
馳
adions 　g．eparated 　from　EI

　 　 f責actiOI1 ．

Sanlplc
Yield

％ （ww ）

Cc ］1　grOwth （at 　l　60　nrn ＞

Lh．f診’rTn．enttt ・m 　NRRC 　SO71 B ．lo7T，，qzt7n・．JC］N’I　I　217T

EICWlc

］IV2GMG

〔mLr 〔，1

100191132 3，52

．62

．91

．2

／．0

0014

、

3

6
「
Or

∂

44

亠

　EI ・C 、Vl，C］i，V2，　and 　GIM 丘 actions 　were 　added 　tQ　the　control 　mcdiulr ［ （CMG 　medium 〔br　Lb ，fbrmen−
tuTrt，　bitidobactcrium　medium 　tbr　B．iongum）at 　I，（1、19，0．ll，and 　O32 ％ （w ！v），　rcspe ⊂Lively．五み．プi／tlrl．eTt，−
tunn　cclls 　wcre 　c 吐ll 亡ured 　in　test　tubcs 丘）r　24　h　at　37°C　with 　shaking 　at　lOO　st1・okes 　per　min ．’1．　long〜1・M
cclls　werc （

・
ultured 　intcsし tubes 丘〕r　48　h　at 　37°G 虹 ati 〔all 》

・inalM見naer （，bicjaL
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Table　4．　Golnponellts　ofCi ，Vl　alld　C、V2 丘εLctions ．

C ・ mP ・ nent GW1 CW2

Saccharides（％） T（〕talGlu

〔1）seXy

！oseArabinosc

4亠
甘
つ

厚
04

此

9152 89

匐

−

厚
ひ

84

亠

31

・XIIIin・ a ⊂ids 〔％ ）　 T ／） しa 五 6 12

Saccharides　 were 　 ar 亘al
γ
zed 　after 　being 　l1＞

・drolyzed 　 wiLl12N

HGl 　at95
°G 　fbrS．5h ．

A皿 ino　acids 　were 　analyzed 　after 　being　h＞
・dr〔，1＞

・
zed 　 witll　6　N

HGIat 　ll〔｝
°Cfbr6h ，

％，％ 〔w 〆w ）．

どが 報告 され て い る 恥 ．しか しなが ら，本報を含め て い

ずれ の 報告 で も具体的な活性成分の 同定まで は さ れ て い

な い た め，彑 い に 類似す る 化合物 で あ る か は 不明で あ る．

今後 さらに 精製を進め具体的な成分 の 特定 に努めた い と

考えて い る，

　
一

方，原料 は 異な る が大麦焼酎蒸留粕 と 同様 な 発酵物

として，酒粕 の 水抽出物
ltt）お よび米糠麹 恥 に 乳酸菌 ・ビ

フ ィ ズ ス 菌 の 増殖促進物質が存在 す る とい う報告 があ

る．恐 ら く，大麦焼酎蒸留粕中 に 存在す る 増殖促進成分

に つ い て も，大麦 に 麹菌が作用す る こ とで 生成 して い る

の で は な い か と推測 して い る．実際 に我 々 は，大麦 また

は大麦糠 に水 と麹菌 〔出 紳 g漁 説 α襯 6痂 お よび A ．　or）
’
zae ）

を加 え て 振 と う培養を 行 っ た 際 に，培養液の 上清部 に 大

麦焼酎蒸留粕 と 同様 の乳酸菌 ・ビ フ ィ ズ ス菌増殖促進効

果 が 見 られ る こ と を確認 し て い る （デ
ータ 未発表）．今後

は，大麦 と麹菌を利用 した 増殖促進成分の 効率的な生産

丿∫法 に つ い て も併せ て検討 を 行 い た い と 考え て い る．

要 約

　大麦焼酎蒸留粕上清液の エ タ ノール 不 溶性画分 （EI画

分 ）に，乳酸 菌 （肋 伽 ろα‘泌 ｛5声r鷹 〜z緬 乃 NBRC 　3071，　Lacto一

うασ瓶 ∫ μα祕 α瑞 嬲 NBRC 　3070，五αcωco 俶 副 α麟 suL ）sp ．

lactiy　NBRC 　I　2007）お よび ビ フ ィ ズス 菌 （β夢40わα漉 磁 7〃

iow，g
’
IL” 1　JCM 　 l　217T お よ び Bijdobαcterium 雌 4跚 」GM

l254）の増殖 を促進す る 効果が 見 られ た．　 El画 分添加 に

よ り，菌の増殖に付随して糖の消費お よび乳酸の 生産 も

166

増大 した．EI 画分 に 含まれ る 増殖促進成分は熱 に安定

で，培 地 へ の 添加 量 の 増加 に 伴 い Lb．．fer’mentu7n 　NBRC

3071に対する増殖促進効果も増大 した．EI両分か ら逆椙

お よ びゲル ろ過 ク ロ マ トグラ フ ｛
一に よ り分離 して 得 ら

れ た 2 つ の 活 性 画 分 は，組 成 分 析 の 結 果，オ リ ゴ 糖 を主

要な構成成分 と し，ペ プチ ド も少量 含ま れ て い る こ とが

分か っ た．
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